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 古くは伊藤博文が内閣発足時に作成した「官紀五章」にも「繁文を省くこと、冗費を節す

ること」と掲げられています。最初は「無駄を省く」ことから始まっています。 

  

しかし、最近では、無駄を省くことだけでなく、厳しい財

政状況の中で、より少ない資源（人・お金）を真に必要な分

野に集中し、「より質の高い政策を実現する」ことも行財政

改革の一部に含むようになっています。 

 要するに「無駄を省き、スリムな組織で、効率的に質の高

い政策を実現する」ことが行財政改革（行革）なのです。 

 

 

 

 

福井県でも、平成7年に行政改革大綱を策定し、行財政改革を進めてきました。 

  

最近では平成 16年 2月に「福井県行財政構造改革プログラム」、平成 18年 3月に「行財

政改革実行プラン」、さらには平成20年2月に「新行財政改革実行プラン」を策定し、継続

的に行財政改革に取り組んでいます。 

 

【これまでの行財政改革】

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

(H19～H22)

(H17～H21)

(H15～H18)

(H13～H15)

(H10～H12)

(H7～H11)
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新行政改革大綱
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行財政構造改革
プログラム

行財政改革実行プラン

新行財政改革実行プラン

 

Ｑ１ 

Ｑ２  

「行革」って、 

大事なんだね！ 

仕事をカエルくん 
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一般行政部門職員数の推移
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長引く景気の低迷による県税収入の減少や地方交付税の削減などによって、本県の財政状

況は多くの県債残高（借金）を抱えています。また、収入不足を補うために基金（貯金）を

取り崩さざるを得ないなど年々厳しさが増しています。 

 一方で、本県の将来の発展につながる北陸新幹線や高速道路などの整備や健康長寿を支え

るための医療・福祉の充実、未来を託す子どもたちの教育などにもこれまで以上に応えてい

かなければなりません。 

 

 このためには、組織のスリム化や事務事業のスクラップ、アウトソーシングなどでコスト

の削減を進め、限られた人や予算を最大限に活用しながら真に必要な分野で、より質の高い

政策を行っていく必要があるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○スリムスリムスリムスリムでででで効率的効率的効率的効率的なななな組織組織組織組織をををを目指目指目指目指していますしていますしていますしています。。。。 
 

  職員数は、平成17年4月から平成23年4月までの6年間で、教育や警察、病院等を除

く一般行政部門では10.0％、県全体では5.0%の削減を目指しています。 

  一般行政部門は、全国で2番目に少ない職員数となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県 

▲253 人 

▲7.8％ 

人口 100 万人未満県平

均（福井県を除く） 

▲368 人 

▲10.0％ 

Ｑ３  

Ｑ４  
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また、県民の利便性を確保しながら出先機関の再

編にも取り組んでいます。県民の利便性を確保する

方策として、例えば、 

①県民が来所していた相談会、申請受付を職員が

出向き、できるだけ身近な場所で実施 

②県税のコンビニ収納 

③公共工事等の電子入札など、新しい技術を活用

して来所せずにサービスを受けられる体制の

整備 

があります。 

  平成20年4月に93あった出先機関は、今年4月には80になっています。 

 

○○○○民間民間民間民間のののの知恵知恵知恵知恵ややややノウハウノウハウノウハウノウハウをををを活用活用活用活用していますしていますしていますしています。。。。 
 

民間のノウハウや技術等を活用して公の施設に指定管理者制度を導入したり、事務事業

をアウトソーシング（民間委託）して、コストの削減やサービスの向上を実現しています。 
 

  指定管理者はこれまでに37施設で導入しています。

また、アウトソーシングした事務事業としては、ふく

い南青山291の物販・広報業務や自治研修所の職員研

修業務などがあります。 

 

    ○○○○成果成果成果成果をををを重視重視重視重視したしたしたした事務事業事務事業事務事業事務事業のののの見直見直見直見直ししししにににに取取取取りりりり組組組組んでいますんでいますんでいますんでいます。。。。 
 

  毎年度当初に知事と部局長の間で、その年度に重点的に実施する施策・事業に関して政

策合意を締結し、年度末にその成果や課題を検証、評価しています。その結果は、翌年度

の目標に反映しています。 

 

    ○○○○BPR運動運動運動運動にににに取取取取りりりり組組組組んでいますんでいますんでいますんでいます。。。。 
 

  これまでの慣例や前例にこだわらず、「行政サ

ービスの向上」や「能率向上・コスト縮減」を目

指し、ゼロ・ベースで業務過程を改善する運動に

取り組んでいます。平成 16 年度からこれまでに

1,300件を超える提案と 3,300件を超える活動が

ありました。 

 

    ○○○○歳出歳出歳出歳出のののの合理化合理化合理化合理化やややや歳入歳入歳入歳入のののの確保確保確保確保にににに取取取取りりりり組組組組んでいますんでいますんでいますんでいます。。。。 
 

  これまで掲げた取組みのほか、コピー機の一括入札や行事・イベントの見直しなど歳出

の合理化に取り組んでいます。また、インターネットを活用した公売や行政財産の使用に

ついて競争入札を導入するなど、知恵をしぼりながら歳入の確保に努めています。

部門名 H20.4 H20.10 H21.4 H22.4

試験・研究機関 11 11 11 8

公の施設 22 22 21 22

工事・管理機関 19 19 18 14

必置機関 9 9 9 9

その他行政機関 32 29 27 27

合　計 93 90 86 80

単位：機関

意識をカエルくん 

現場の第一線で

活躍する職員の柔

軟かつ豊かな発想

がポイントだよ！ 
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職員1人当たりの超過勤務時間数が年々増加しています。公務能率の一層の向上、職員の

健康への配慮、職員のワークライフバランスの実現などの観点から、より一層、縮減する必

要があります。 

今年度は「過去3か年平均の1割削減」を目標に、全

庁一丸となって超過勤務の縮減を進めています。 
 

   22年度の目標時間：年間151時間 
 

    これまでの仕事のあり方や進め方を見直すなど、コス

ト意識を持って効率的に仕事に取り組みましょう。 

 

○○○○長時間長時間長時間長時間のののの超過勤務超過勤務超過勤務超過勤務をなくしましょうをなくしましょうをなくしましょうをなくしましょう。。。。 
 

超過勤務の状況をみると、一部の職員に偏った長時間

の超過勤務が見られます。年 500時間・1,000時間を越

える職員数も年々増加しています。 

業務の改善やグループ内・所属内での協働作業などに

より、超過勤務の縮減・平準化に努め、長時間の超過勤

務をなくしましょう。 

今年度から、長時間の超過勤務を抑制するため、月60

時間以上の超過勤務実績があった場合には、所属長に縮

減・平準化に向けた改善策を求めることとしています。 

 

○○○○ノーノーノーノー残業残業残業残業デーデーデーデーはははは定時定時定時定時（（（（18時時時時までまでまでまで））））にににに退庁退庁退庁退庁しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。 
 

曜日ごとの超過勤務の状況をみると、ノー残業デー

（毎週水曜日、放課後活動定休日）は他の曜日に比べ超

過勤務時間数は少ないですが、まだまだ超過勤務がある

状況です。 

心身のリフレッシュと業務にメリハリをつける観点

から、ノー残業デーは、定時退庁に努めましょう。 

今年度から、さらに月1回、全庁一斉消灯退庁日「ラ

イトダウンデー」を設定しました。

定時にカエルくん 
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行政を取り巻く環境の変化や行財政改革の推進による行政システム

の改善や組織のスリム化、定員の見直しなどに伴い、職員一人ひとりに

求められる能力や責任の度合いはますます大きくなってきています。 

こうした中、職員の皆さんの能力開発を応援するため、通信教育などの自己啓発の支援、

自治研修所における階層別研修（年代別や役職ごとの研修）・選択型研修（職員が必要に応じ

て選択できる研修）を実施しています。 

また、平成 21 年度からは、特別研修として本県の魅力を国内外へ売り込む営業力を強化

するため、営業マンとしての心構えをはじめマーケティングの基礎知識や実効性のある戦略

の立て方など、民間におけるセールスの実践的活動を具体的に学ぶ「営業力向上研修」を実

施しています。 

職員の皆さんは、より質の高い県民サービスの提供に向け、自己啓発に努めるとともに、

様々なセミナーや研修に積極的に参加し、職務遂行能力を高めていっていただきたいと思い

ます。 

 

今回は、先に開催された「平成 22年度 第 2回営業力向上研修」の概要を簡単にご紹介

します 

 

１ 実施日：平成22年5月31日（月） 

２ テーマ：「営業に必要な『地頭力
じあたまりょく

』を鍛える」 

３ 講 師：細谷 功 氏 

（㈱クニエ マネージングディレクター 

著書「地頭力を鍛える」等） 

４ 概 要 

・インターネットの活用により、膨大な情報が簡単に入手できる現在、「考えるこ

と」が重要な時代である。 

・「地頭力」とは、「考える力」の基礎となるものであり、三つの思考力 

① 仮説思考力（「結論から」考える力） 

② フレームワーク思考力（「全体から」考える力） 

③ 抽象化思考力（「単純に」考える力） と、 

ベースになる三つの力（論理的思考力、直観力、知的好奇心）から構成される。 

・例えば、結論から考えるとは、「離れて考える」ことであり、今いる自分を最終

目的から眺めて見ることである。仮説を立てることによって、最終目的まで効率

的に到達することができる。 

・地頭力を鍛えるには、いつまでに必ず答えを出すという、時間に対する感度を上

げること、答えはどこにもないため、誰かに教えてもらうという依存心をなくす

こと、自分の思い込みを認識すること、といった心構えが必要である。 

自分をカエルくん 

地頭力を 

鍛えよう！ 


